
干|'ど|工:
‖え周]

■! =え ,い ■4吉      使 京  ‐

毎年、栄区民の方が主催する区民プロデュース事業という企画があります。この事業は区民の方がご自分たちでテー

マを選び、企画をして受講者を募集し学習するというものです。今年は～シエアライフを楽しむために～とt うヽテーマ

て 「シエアフレンドゆう|さんが主催でした。第1回目の講師はお茶の水女子大学の袖井先生、超高齢社会を乗り切る

ヒントとして 「生涯現役」 「新しい仕事への挑戦」 「金持ちよりも情報持ち、友持ちJを キーワードにお話をしてくだ

さいました。そして、2回 目は 「上手に使おう! あ なたの身近な地域ケアプラザJと いうタイトル 1 桂 台ケアプラ

ザ職員がお話をさせていただきました.前 半は 「どんな時にケアプラザに行くの」という視点で5つ のポイントを紹

介 !(〕 高齢者の介護について相談があるとき 0障 害者がある方の支援や子育てについて相談があるとき 0地 域の

講座やイベントの情報がほしいとき (Ⅲ趣味活動に参加したい、仲間づくりがしたいとき 0ボ ランティア活動に参加

したいとき、という内容でした.そ して、後半のグループワークでは20名の受講者のうち8名の方はまたケアプラザを

利用した事がないということでしたが、すでに利用している受講者の方からもさまざまなお話やアドバイスがあり、地

域に仲間がいること、情草R交換をすることの大切さを実感したというど意見をいただきました。毎年のアンケートでも

ケアブラサのPRが不足しているという声を聞きます。私たちにも大変貴重な機会となりました。

◆上郷西地区 世代間交流サロン◆ nく も り

みんなにやさしい ぬ くもりのある出会いでつなぎます

日時 :12月 18日  (日) 11:00～ 15:00

内容 :遊ひ&ゲ ームコーナー (11:30～ 15:00)

的当て お 手工 折 り紙 輪 投げ 他

イベントコーナー   (13:30～ 15:00)

★デイルームにて行います

13:30～ 14:00  フ ラダンス

14:00～ 14:30  潟 衰

14:30～ 14:50  フ ラタンス

かわいい子ともと ス テキな大人のフラタンス

そしてマンドリン ピ アフ 歌 のコラボレーションをご堪能ください

おいし～い畳食ありますよ1(セ ットで250円 )

つきたて朗、けんちん十、浅漬け

★ピアフのライブを聴きながら お 食事を ,

他に、喫茶コーナー 健 康相談コーナーも

あります。心ゆくまでお楽しみください。

回覧

生の健康相談
ケアプラザ協力医の龍先生による

無料の健康相談を下記日程で行つ

ていますt身 近な病気の相計など

T車 に対応してくださいます。

(予約優先)

協力医 :程 覚先生(上細医院 院長)

日 時 :平成24年 1月 13日 (金)、

27日 (金)

13:30～ 15:00

場 所 :桂台地戚ケアプラザ相談室

「ブルメリア・

「マリンブ,

「ブルメリア・ピ



退院後の生活を安心して

おくるために III
～老人保健施設は自宅での療きに安心と自信を取り戻す場所～

今年、私たちは医療と福祉の連携をテーマに、在宅での療養を支える区内の機関をお伝えしてきました。

7月号でrよ、退院時の支援を行つている 「栄共済病院地域医療支援センター」を、9月号では自宅に帰ってか

らの療養の支援を行つている 「栄区医師会訪間着護ステーション」をご紹介しました。

しかし、一方で私たちが日々お受けする相談には、 「病院はもうすぐ退院しないといけない。でも今の状

態ですぐに家に帰るのは不安」、 「退院したらたくさんの業の管理をしないと行けないが、 1人 暮らしの親

がそれを行うのは難しいJと いった退院後の在宅生活に不安を感じる声が聞こえてきます。また、病院の入

院期間が短縮されている状況のもとでは、自宅での暮らしに自信を回復するための場として、リハビリを行

う施設の重要性が増しています。

そこで今回、第3弾 として在宅復帰を目指す方の入所施設である老人保健施設 「リハビリポート横浜」の

相談員、佐々木宏幸さんにお話を伺つて参りましたのでご報告致します。

側 護稔念得盤轡啓続祐盆
設です。オU用者の方は一定期間

入所し、白宅で生活する上で必

要な機能の回復を日指したリハ

ビリを行いながら、在宅への復

帰を日指します。

値 を含詩母狩紀季舎腎法伝:櫓融骨
てもリハビリを続ける必要がある方などが

入所されています。 (なお 要 支援 1 2

の方は入所することができません)

例えば 脳 卒中で手足の麻Ⅲが残 り 話

す、食事を飲み込むといった機能の回復の

ための前練が必要な方や、大腿部など足の

■折で手術をされた後、歩く機能の回復を

目指す方がなどおられます。また 認 如症

があり、ひとりでは英の管理ができず病状

が悪化する可能性がある方なども利用され

ています。



`と9 恋合格:艦萩f送督「『督畳尋馨聖:缶暑t、督啓
は、ケアマネジャーもしくは家族の方が直接、施設にご相

F4ください。

ml開 匿橘繁培愁説品 ど合〕景淳眉たN
た減先制度があるので 利 用の前にあらかじめ区役所に相rFrされるこ

とをお勧めします。

とこ〕 先畳旨|スを今塚傍け予楊分をi皆盈骨景Bち
によって機能が回復しそ人保健施設から白をに戻られる

際には、ケアマネジャーや在宅サービスの事業所の方と、

それぞれ話し合いと中し送りの場を設けるようにし、利

用される方が安心してもらえるように心がけています。

的 み稔需i猛あ毬畳1婁檀た法景言会窒を
た自立生活を営んでいただけるよう支援すること

を理念としています。地域の方たちに老人保健施

設のことを身近な存在として感じていただけるよ

う、見学もnE時お受けしています。ぜひ気確にお

声かけください。

佐 木々さんに、長い相設員としての経験の中で印象に残つている利用者さんの思い出を伺ったところ、

盛たきりの状態で入所された方が 2年 ■のリハビリを経て、桜を使つて歩けるまでに回復し 自 宅に

戻られたエピツードを挙↓fられました。その方の 「歩けるようになりたい」と強い信念をもってリハビ

リに取り組まれる要が印象に残っているとのことでした。さらに 「本人や家族の原いを扱んで、共に目

指す目標を決めて、それが実現できるよう全力でサポートする」というと々木さんの言葉から、老人保

健施設が療奏生活へのさまざまな不安を抱く人にとって、自宅で再び暮らせるための自信回復をともに

めざす、貴重なステップの場となつているだと感じました。

今回の取材を通じて、多くの方に老人保健施設が身体のリハビリだけでなく 心 のリハビリを行う場

になつていることを知つていただけると言いです。



ここ最近、栄区の包括支援センターの中では若年確認知症の方の事が話題に上っています。この病気については、

数年前に渡辺離さんが主演した 「明日の記憶」という映画などもあって多少は社会的な認如度があがったものの、実

際には、まだまだ周囲の理解がない事による本人や家族のストレスも大きいことと思われます。そのストレスを引き

起こす大きな問題の一つは経済的な問題です。例えば働き環りの男性が設如症を発病すれば、失業や病気体暇による

収入減などの問題が起こります。また、家族の生活☆や級育費、また治療代などに凶る場合もあります。さらに妻

が働きながら介護をしている場合、肉体的 ・精神的に追いつめられてしまう場合もあると考えられます。そしても

う一つは医療や福打Lサービスの受け入れ施設が少ないという操題です。介護保険制度のサービスは、基本的には高

補者の方に対応したサービスであることから、林年性詔知症の方に対してはプログラムがなかなかマッチしません。

そんな課題を抱えた若年性詔知症の方に対して、いち早く対応している取り組みがあると問いて取材を行いました。

9月25日 (日)お 昼を挟んだ11時～15時の間、横浜市旭区精神障害者地域生活支援拠点 「ほつ

とぼっと」で行われた岩年性副知定の家族・本人のつどいにな加して参りました。この活動は、

「認知症の人と家族の会神奈川県支部Jが 行つております。当日の活動には、本人、家族、世話

人の方々、医療保健福祉関係者など30名酸の方が参加されていました。大半がご大規で参加さ

れていましたが、初めての方はご壊族のみで李加される方の客もありました。

●家族の部

温かい場所だなと感じました。同じlR日を持つた方々だから、ここに来るま

でに感じてきた困難を思いを理解し合い、そして支え合えるのだと実感しまし

た。紳 いにお互いの状況や情SEを伝えあう姿を拝見して胸が無くなりました。

また、本人も家族も共に安心できるも所の必要性を感じました。このたび書加

させていだいた活動の芽吹きを、栄区にも伝えていきたいと思います。

若年性認如症は、18歳以 上、価歳未満で発症する辺知丼の総称です。価歳以上で発症する老人性認角1症と同様に、

脳血管降宮やアルッハイマー病などによってもの忘れ、言語障害などの症状が現れます。21X19年3月に公表された厚

生労働省の調査結果では、全国で推計3万7千81111人の患者がV るヽことが明らかになっています。また人口10万人当た

りにすると476人で、男女別では男性が578人、女性が367人と男性の方が多いそうです。この数字から推し埜ると

栄区でも311人位の方が羅息している事になります。

●本人の部

年前中は、近隣のスー′t―マーケットで、世話人の方々

と昼食の賢い出し。必要な個数を確認しながら、首さんの

好みでお弁当を選んでいました。昼食の後は、散歩です。

近くの公口でまで歩いて、お菓子で小体止。皆さん楽しく

会橋をしながら散歩をしてリフレッシュしました。一時間

ほどで帰ると、三時のおやつを食べながら、皆さんで自己

紹介。実いのある楽しい時間を一緒に過ごしました。本人

の方々の表情が、朝、来た時と帰る時では、格段に違がつ

ておけ、帰りの実顔が印象に残りました。

ご家族の方お一人おひとりが介産の様子や悩み

を話し、それを参加者全員が規身になって聴いて

いました。またそればかりではなく、新業の服用

を始めてからの改善の様子や、ど家族と作業所に

参加したことによる生活に与える良い彰害など実

際に分離している方ならではのアドバイスや情報

の交換を行つていました。会には医療保健福祉田

係者が参加しており、医学的な情報提供や介盛の

工夫などの参考になるお話も何えました。


